	アイデンティティ形成基礎演習Ⅰ　　講義資料（4-19）


［１］　ゼミの進め方について

（1）受講者の選抜結果について

　　　　偶然的要素（運）

　　　　受講できた者の責任

（2）自己紹介

（3）ゼミ運営について

　　　　内容上の主導は、教員／運営上の主導は、学生
　　　　小刻みに課題を出す
　　　　週1回のゼミの時間だけでは完結しない

　　
＜まずは、名簿を作成＞

　　　　①氏名、②出身地、③メールアドレス、④１行・自己アピール、
を今週・水曜までに　komikawa@i.hosei.ac.jp に送信

　　
＜ちなみに、児美川の研究室＞

　80年館614（月水金は、必ず出校）

　　03（3264）9800

　　090（2222）7440　komikawa_since1963@docomo.ne.jp

　　　　　　　　　　　　　　

（4）毎回続けていく課題
　　　＜ゼミの記録の作成＞
　　　　担当者が、次回までに

　　　　　　・どんなテーマ、どんな議論がされたか

　　　　　　・興味深かった意見や論点は何だったか

　　　　　　・共有すべき情報

　　　　　　・自分の感想、コメント

　　　　をまとめる。　　→次回の授業の日の２限終了時点までに児美川に
　　　　次回のゼミで、全員に配布。

（5）次回（4/26）

　　　　ゲストを呼んで、さっそくインタビューを実施する

　　　鈴木舞さん（精神保健福祉士）

［２］　アイデンティティとは

　　　　同一性、自己同一性、存在証明、自分らしさ･･･

　　　　自己認識　－自分が自分をどう意識しているか

　　　　　　　　　　他人が自分をどう見ているかをどう意識しているか

　　　　　　→往復運動

　　　　　　　耐えざる追究課題（青年期だけではなくて）

　アイデンティティ形成に注目するということ
　　　　　　　個人は、いつ、どのような場面で、何によってアイデンティティを意識したり、自認するのか。
　　　　　　　アイデンティティは、どのような状況下で、揺らいだり、変容したり、危機に陥ったりするのか。

　　　　　　→ライフ・ヒストリー

　　　　　　　仕事・活動、進路の選び方、ライフイベント、挫折、転機･･･

